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第4章 地域別の施策パッケージの検討 

平成 21年度に検討された地域別の具体施策の展開方針を踏まえ、地域別の施策パッケージ
の検討を行った。地域別の施策パッケージの検討に際しては、同じく平成 21年度に検討され
た地域別の整備目標、及び交通サービスの目標に対応する形で、具体施策の再整理を行った。 

4-1 施策パッケージのイメージ 

新たな公共交通システム（基幹バス等）導入エリアにおける施策パッケージの策定イメー

ジは図 4-1に示す通りである。 

P R P&R

 
図 4-1  施策パッケージの策定イメージ 
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4-2 地域別の施策パッケージ 

まず、平成 21 年度に検討された沿線地域の交通体系整備方針や地域別の目標水準を踏ま
え、地域別の具体施策の展開方針を再整理した。 

4-2-1 那覇市の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 

−  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【沿線地域の目標水準】 

【地域の個別目標】

【那覇地域の施策体系】 

 

◆国道 58号へのアクセス交通の整備 
・バス停アクセス道路、歩行環境整備 
・基幹バス等と結節する循環バス等の導入

 

◆国道 58号立体側道部の拡充等 
 

◆交通結節点の整備 

・旭橋バスターミナル 

・泊ふ頭入口、天久バス停 

 

◆モデル性の高い基幹公共交通の導入 

 

◆国際通りのトランジットモール化 

・那覇都心、国際通りの活性化 
・都心部主要施設を結ぶ循環バスの運行 

 

◆都心～西海岸へのシンボルロードの整備

 

◆西海岸観光拠点への観光交通支援型交通

システムの導入検討 

 

◆コミュニティサイクル拠点整備 

 

◆通勤、通学自転車走行空間の拡充 
 

◆沿線企業 MM、学校 MMの推進 
・新港埠頭地区、新都心地区、文教地区

 

◆沿道商業施設等への公共交通利用促進策

・沿道施設間歩道空間の拡充 

【環境】 

公共交通利用者

を現況の1.5倍に

増加 

【振興】 

公共交通移動時間

を現況から 10％

短縮 

【安心】 

高齢者公共交通利

用者数を現況より

倍増 

那覇市内々の移動

に関する自動車交

通の 1 割を公共交

通または自転車に

転換 
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(2) 具体施策の展開方針 

• 那覇都心・国際通りゾーン：都心部における公共交通の利便性向上を図る 
• 新都心周辺ゾーン：都心部との連絡強化とともに、自転車歩行者空間整備を展開 
• 西海岸ゾーン：シンボルロードの整備とともに、観光支援型交通の拡充を図る 
• 勢理客・安謝ゾーン：新港埠頭等地域への通勤交通に対する公共交通利用促進を図る 
• 文教ゾーン：通学交通への公共交通の一層の利用促進を図るため、学校MM等を展開 

P

P

1

1
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4-2-2 浦添市の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【環境】 
公共交通利用者

を現況の 1.5倍に
増加 

【振興】 
公共交通移動時間

を現況から 10％
短縮 

【安心】 

高齢者公共交通利

用者数を現況より

倍増 

【地域の個別目標】

臨海部の従業地へ

の自動車通勤交通

の 2割を公共交通
利用に転換 

 

◆沿線老朽市街地の面整備及び沿線集約市街地の

形成 

・基地跡地利用計画と併せた面整備等の推進 

・街路整備と併せた中心市街地の活性化 

 

◆国道 58 号へのアクセス交通の整備 

・バス停アクセス道路、歩行環境整備 

・商業施設と連携したシニアカーシステムの検討 

・基幹バス等と結節するコミュニティバス等の導入

 

◆基地跡地利用拠点街づくりの検討 

・骨格交通軸の戦略的な配置、機能の検討 

・公共交通沿線での集約型土地利用の検討 

・新たな都市機能拠点、住宅ゾーンの展開 

 

◆国道 58 号立体側道部の拡充等 

 

◆コミュニティサイクル拠点整備 

 

◆通勤、通学自転車走行空間の拡充 

 

◆沿線企業 MM、学校 MMの推進 
・西洲、港川地区 

 

◆沿道商業施設、病院施設への利用促進策 

・沿道施設間歩道空間の拡充 

・沿道施設とのタイアップ（買物券、案内表示等）

 

 

◆宇地泊交通結節点の整備 

・基幹バスと真栄原方面からの支線バスの結節機

能配置 

 

◆西海岸観光拠点への観光交通支援型交通システ

ムの導入検討 

 

◆沿線公営住宅の建替え整備の検討 
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(2) 具体施策の展開方針 

• 勢理客・西洲ゾーン 
− 安謝立体付近の公共交通モビリティ向上や、西洲地域への通勤通学交通に対する公
共交通利用促進策を重点的に展開 

• 宮城・屋富祖ゾーン 
− 基地跡地利用計画と密集市街地再編の推進による、集約型市街地の形成、沿線での
多様なアクセス交通体系整備を重点的に展開 

• 城間・港川ゾーン 
− 沿線施設への公共交通利便性向上や歩行者空間整備、港川地域等への通勤通学交通
に対する公共交通利用促進策を重点的に展開 

• 牧港・宇地泊ゾーン 
− 内陸部や西海岸とアクセス交通との結節性向上や、牧港立体付近での公共交通モビ
リティ向上に向けた施策を重点的に展開 

1

33
0

58

2
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(3) 具体施策の展開内容 
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4-2-3 宜野湾市の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【環境】 
公共交通利用者を

現況の 1.5 倍に増
加 

【振興】 
公共交通移動時間

を現況から 10％短
縮 

【安心】 
高齢者公共交通利用

者数を現況より倍増 

【沿線地域の目標水準】

【地域の個別目標】 

基幹バス背後圏の

広がりを現状より 3
割弱拡大 

【宜野湾地域の施策体系】 

 
◆面整備及び沿線集約市街地の形成 
・基地跡地利用計画に併せた面整備等の推進 
・大山地区における面整備や跡地利用計画に併せた

集約型市街地の形成 
 
◆国道 58号へのアクセス交通の整備 
・バス停アクセス道路、歩行環境整備 
・普天間地域におけるバス停、商業店舗と連携した

シニアカーシステムの検討 
・基幹バス等と結節するコミュニティバス等の導入

 
◆基地跡地利用拠点街づくりの検討 
・骨格交通軸、地域交通網、交通結節点及び街づく

り計画の戦略的検討 
・瑞慶覧地域道路拡幅や街づくり計画に併せた公共

交通沿線集約型土地利用の検討 
・国道 58 号からのアクセス交通体系（斜行移動支
援システム）の整備 

 
◆国道 58号北谷拡幅及び伊佐までの南進 
 
◆コミュニティサイクル拠点整備 
 ・通学自転車走行空間の拡充（真志喜） 
 
◆転入者 MM、学校 MM等の推進 
・大山地区、基地跡地利用拠点、宜野湾高校、普天

間高校、琉球大学、沖縄国際大学 
 
◆商業拠点部における歩行者ネットワーク整備 
・普天間商業拠点、普天間高校、海軍病院間の歩

道空間の拡充 
 
◆宇地泊、伊佐、普天間交通結節点の整備 
・基幹バスと各方面支線バスの結節機能 
・伊佐交差点 P＆R機能や観光支援型交通システム
との結節機能を付与 

 
◆西海岸観光拠点への観光交通支援型交通システム

の導入検討 
 
◆沿線公営住宅の建替え整備の検討 
 



 

 48

(2) 具体施策の展開方針 

• 宇地泊・大謝名ゾーン 
− 牧港立体付近の公共交通モビリティ向上や、コンベンション方面への観光、通
学交通、周辺市街地への公共交通利用促進策を重点的に展開 

• 伊佐・大山ゾーン 
− 大山面整備区域や基地跡地利用計画との連携施策を重点的に展開する他、北
谷・読谷方面への背後圏拡大のための施策を重点的に展開 

• 新城・普天間ゾーン 
− 沿線街づくりの再編と高齢者に対する支援策を進め、普天間商業拠点地域での
病院、高校、商業施設への利便性を高めるための街並み空間整備を重点的に展開

• その他ゾーン 
− 普天間基地跡地利用の展開に併せ、国道 330号沿線や研究・交流ゾーンに対する
施策を展開 

3
3
0

5
8

34
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(3) 具体施策の展開内容 
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4-2-4 北中城村の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系（沖縄・北中城地域） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【環境】 
公共交通利用者を

現況の 1.5 倍に増
加 

【振興】 
公共交通移動時間

を現況から 10％短
縮 

【安心】 
高齢者公共交通利用

者数を現況より倍増 

【沿線地域の目標水準】

【地域の個別目標】 

沖縄都心部への非

高齢者のバス、徒歩

利用者を 25～50％
増加 

【沖縄・北中城地域の施策体系】 

 
◆沿線老朽市街地の面整備及び沿線集約市街地の形

成 
・基地跡地利用計画に併せた面整備等の推進 
・街路整備と併せた基幹バス沿線集約型市街地の

整備 
 
◆国道 58号、330号へのアクセス交通の整備 
・バス停アクセス道路、歩行環境整備 
・商業施設と連携したシニアカーシステムの検討

・基幹バス等と結節するコミュニティバス等の導入

 
◆基地跡地利用拠点街づくりの検討 
・アワセゴルフ場跡地、瑞慶覧返還地区等 
・公共交通沿線での集約型土地利用の検討 
・アワセライカム周辺簡易交通結節点整備及び P＆

R機能配置 
・桑江面整備地区 
◆国道 58 号北谷拡幅、国道 330 号胡屋～コザ間拡
充及び沿線街づくり等 

 
 
 
 
◆胡屋・コザ周辺歩行者、二輪車、シニアカー等回

遊空間整備 
 
◆病院施設への送迎バスとの連携 
 
◆胡屋・コザのリニアバスターミナルの考え方導入

・コザ交通結節点の整備 
・胡屋～コザ間での乗継、バス停増設等 

 
◆観光交通支援型交通システムの導入検討 
 ・沖縄都心周辺観光拠点間 
・商業施設とのタイアップによる利用促進策 

 
◆沿線公営住宅の建替え整備の検討 
 
◆高速バスと新たな公共交通システム（基幹バス等）

の乗継バス停整備 
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(2) 具体施策の展開方針 

• 北中城ゾーン 
− アワセゴルフ場跡地利用に併せたライカム交差点付近での基幹バス簡易結節点
や北中城中心部間との公共交通利便性向上策を重点的に展開 

• 胡屋・コザゾーン 
− 2つの商業拠点間で、道路、公共交通、街づくりのパッケージ施策を重点的に展
開し、中心市街地活性化を促進。また沿線背後圏の市街地再整備、アクセス路、

歩行空間整備、循環バス等を複合的に展開 

3
3

0

5
8

IC
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4-2-5 沖縄市の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系（沖縄・北中城地域） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【環境】 
公共交通利用者を

現況の 1.5 倍に増
加 

【振興】 
公共交通移動時間

を現況から 10％短
縮 

【安心】 
高齢者公共交通利用

者数を現況より倍増 

【沿線地域の目標水準】

【地域の個別目標】 

沖縄都心部への非

高齢者のバス、徒歩

利用者を 25～50％
増加 

【沖縄・北中城地域の施策体系】 

 
◆沿線老朽市街地の面整備及び沿線集約市街地の形

成 
・基地跡地利用計画に併せた面整備等の推進 
・街路整備と併せた基幹バス沿線集約型市街地の

整備 
 
◆国道 58号、330号へのアクセス交通の整備 
・バス停アクセス道路、歩行環境整備 
・商業施設と連携したシニアカーシステムの検討

・基幹バス等と結節するコミュニティバス等の導入

 
◆基地跡地利用拠点街づくりの検討 
・アワセゴルフ場跡地、瑞慶覧返還地区等 
・公共交通沿線での集約型土地利用の検討 
・アワセライカム周辺簡易交通結節点整備及び P＆

R機能配置 
・桑江面整備地区 
◆国道 58 号北谷拡幅、国道 330 号胡屋～コザ間拡
充及び沿線街づくり等 

 
 
 
 
◆胡屋・コザ周辺歩行者、二輪車、シニアカー等回

遊空間整備 
 
◆病院施設への送迎バスとの連携 
 
◆胡屋・コザのリニアバスターミナル整備 
・コザ交通結節点の整備 
・胡屋～コザ間での乗継、バス停増設等 

 
◆観光交通支援型交通システムの導入検討 
 ・沖縄都心周辺観光拠点間 
・商業施設とのタイアップによる利用促進策 

 
◆沿線公営住宅の建替え整備の検討 
 
◆高速バスと新たな公共交通システム（基幹バス等）

の乗継バス停整備 



 

 56

(2) 具体施策の展開方針 

• 北中城ゾーン 
− アワセゴルフ場跡地利用に併せたライカム交差点付近での基幹バス簡易結節点
や北中城中心部間との公共交通利便性向上策を重点的に展開 

• 胡屋・コザゾーン 
− 2つの商業拠点間で、道路、公共交通、街づくりのパッケージ施策を重点的に展
開し、中心市街地活性化を促進。また沿線背後圏の市街地再整備、アクセス路、

歩行空間整備、循環バス等を複合的に展開 

3
3

0

5
8
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4-2-6 国道 329号沿線（南風原町・与那原町・西原町）の具体施策の展開方針 

(1) 具体施策の体系 
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P&R

180

MM MM MM

329
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(2) 具体施策の展開方針 

• 南風原ゾーン 
− 医療施設とモノレールおよび国道 329号とを結ぶ支線バスや、町内の交通利便性を高
めるためのコミバス等、交通モビリティ向上へ向けた施策を重点的に推進 

• 与那原ゾーン 
− 沿線住宅地の建て替えや移設等、公共交通利用促進へ向けた居住環境の整備およびマ
リンタウン開発にあわせた道路および交差点整備を重点的に推進 

• マリンタウンゾーン 
− 拠点地域として、そして広域交通結節点としての整備を重点的に推進 

• 西原ゾーン 
− 公共交通利用を促すための通勤バスやコミュニティバスの検討を重点的に推進 

MM

MM

MM

MM

MM

MM

P&R

P&R

P&R

P&R

K&R

IC

IC
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(3) 具体施策の展開内容 

I

329

 

 

 

 

 

 329

 

 

 

 

 

 IC

IV 

 329

 

 

 

 

III 

 

 329

 

 

 

 

 

II

329

 

 

 

 

 

3

 

4

IC

IC

1,000m0 200m

MM

329

329

MTP

H21

H21

10

 

 



 




